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＜連絡事項＞

・LTのオムツ用ゴミ袋が白から青に変更となります。

＜患者様連絡事項＞

・池野　功一様～本日昼よりハーフ食（粥ミキサー、ミキサー、全トロミ）開始。

・坂本　俊明様～本日昼よりハーフ食（粥、キザミ、汁トロミ）開始。

・中市　正治様～本日昼より粥・キザミ食へ変更。

・大谷　忠様～身体管理目的のため東Cユニット5号室より合併症室へ移動。

・中川原　新一様～食事摂取量少ない為、本日夕より粥、キザミ、全トロミへ変更となり

　　　　　　　　　点滴2本処方。

・嶋守　與之様～排便6日みられない為、GE60ml処方となる。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～終日隔離中。対面時の性的発言ないが、女性スタッフを誘う発言聞かれている。また、開放処遇を気にする発言聞かれている。妄想発言聞かれ、表情の硬さ続いている為、引き続き、精神症状の観察を行い安全な療養が送れるよう対面看護行っていく。

・池野　功一様～体感のみ拘束中。本日発熱なし。妄想や奇異行為見られず、オムツ交換にも拒否なく応じている。深澤Drより、スタッフ見守りできる範囲内で、拘束を外し経過を見て早めに離床促していくこととしている。引き続き、精神症状の観察を行い、ADL低下を防止するようケア行っていく。

・坂本　俊明様～身体拘束中。湿性咳嗽は持続している。酸素飽和濃度の低下や発熱はない。対面時「拘束を外せ。」と要求聞かれ、処遇について説明するが、要求が通らない事で不機嫌となり、声掛けにも無言になっている。また、おむつ交換の際、一時的に拘束をはずすと、再拘束の際に怒る事見られている。引き続き、認知症状の観察と肺炎に伴う症状観察とケアを継続していく。

＜要注目患者様ケース検討＞

・澤村　彬様～昨日も落ち着きなく、スタッフオフィスに侵入しジュースを盗む行為見られている。夜勤帯でも同行為見られ、介入に対し振り払う事見られる。粗暴行為はない。担当医より、うみねこ学園に帰す方向で調整してもらいたいとの指示。引き続き、安全確保のため、スタッフオフィスの施錠を確実に行い、施設入所に向け調整を図っていく。

・藤井　孝蔵様～体温37.5℃～36.9℃で経過している。自力歩行は困難で車椅子を使用し、排泄介助行っている。各食摂取量が少なく、水分・エンシュアリキッド、お茶のみ摂取している状況。両側踵部に水疱形成あり。本人は「夜中に先生が注射器で水を踵に入れた。」と妄想発言聞かれている。引き続き、薬剤調整に伴う、錘体外路症状の観察とADL低下のないようケア行っていく。

・新町　徳雄様～食事は朝昼主食4/1・副食4/1と残食している。むせ込みなくバイタルも

異常ない。食事摂取量少ない為、田名部Drより点滴2本処方となる。

・大谷　忠様～身体管理目的のため東Cユニット5号室より合併床室へ移動となる。意識レベルの低下は見られないが、手指の末梢にチアノーゼ見られている。吸引施行、酸素5l流入中。SPO298％。食事、内服中止、点滴キープとなる。引き続き、不整脈の有無やバイタルサインに注意し、日常生活への援助を行っていく。

＜深澤Dr診察＞

・中市　正治様～臨時薬タムスロシン1cａp追加、他同内容で7日分処方。

・関下　詳治郎様～持参薬当院処方へ切り替え、内容一部変更となり7日分処方。

・阿部　わかえ様～炭酸リチウム200㎎→300㎎に増量し、7日分処方。

・小舘　アツ子様～臨時薬リスペリドン4㎎→3㎎、インヴェガ6㎎、メマリー5mg追加　　　となり、他同内容で7日分処方となる。

・松原　輝子様～臨時薬メマリー15㎎→20㎎、ドネペジル3㎎→5㎎、ルネスタ2㎎追加

　　　　　　　　となり他同内容で7日分処方。

＜新入院患者様＞

氏名：聖前　偉三郎（しょうぜん　いさぶろう）様

　生年月日：S11年12月9日　　80歳

　　　性別：男性

　　主病名：アルツハイマー型認知症疑い/硬膜下血腫

　　　病棟：東病棟Ａユニット

　入院形態：医療保護入院

　　主治医：伊藤Ｄｒ

　（経過）

　平成25年頃に頭痛と不眠の症状を訴え南部病院受診、内服薬が処方となった。同時期に実施したHDSR検査は8点であった。平成28年12月27日頭痛、不眠、興奮状態持続しHDSR検査9点であったことからドネペジル、抑肝散が処方となった。平成29年1月に愛犬が死去。以降情動不安定さや粗暴行為が認められ頭痛薬の依存、夜間不眠、家族に対する粗暴性があり認知症治療希望し当センター相談。本日初診。検査の結果、両側硬膜下血腫の所見があり、精査のためむらかみ脳神経クリニック紹介。本日の受診を促し、結果次第で2/22当院にて入院治療となる可能性があることから東病棟Cユニット5号室14：00入院となる。

・買い物カードなし。

・業者洗濯

・LTCプラン

氏名：土屋　由貴子様

　生年月日：情報なし　　（おそらく35歳）

　　　性別：女性

　　主病名：情動不穏、感情失禁、現実検討困難

　　　病棟：東病棟Aユニット

　入院形態：医療保護入院

　　主治医：伊藤Ｄｒ

　（経過）

　　現在、八戸市にあるアパートにて長女(小6)・次女(小2)と3人で暮らしている。根岸小学校・根岸中学校・千葉学園高等学校へ進学。成績は中程度で不登校になることもなく、友人もいた。高校卒業後、埼玉県にある病院にて看護補助として勤務しつつ、看護学校へ進学。正看護師の資格を取得し、看護師として就職。時期や詳細は不明だが、仕事に悩みうつ症状が出現し、実家から母が来て一緒に過ごすことがあった。精神科を受診することはなく回復し、仕事も続けていた。23歳頃に結婚し2子もうける。結婚と同時に退職し、専業主婦となった。H23年頃より、「白い蛇の夢を見た」等と不可解なことを発言するようになった。同時期に占いにはまり、占い師から「旦那が子供に性的虐待をしている。離婚したほうがいい」等と言われたといった理由にて夫へ離婚を迫り、H27年に離婚(子の親権は本人)。埼玉県内で看護師として再就職するも、2～3ヶ月で退職。また、子のPTAの役員を務めていた際、次期の役員へ引継ぎをする時に次期役員より「簡単に申し送ってくれれば良いよ」と言われた為、言われた通りに引継ぎをしたものの、事情を知らないPTA会長より「きちっとやりなさい」と注意を受け、揉めることがあり、ストレスが増大。就労も出来ないことから、実家のある八戸市への転居を検討し、H28年3月、八戸市へ転居。2人の子とともにアパートを借りて生活を開始。同時期より幻聴・妄想、不眠等の症状が悪化。「除霊をしている」「私は戦っている」と訴えて夜中に叫ぶことや、「神様が見える」「エグザイル全員が私を迎えに来る」「『君の名は。』の映画は、私を題材にしている」等と妄想様発言あり。また、自分を「神の使い」と称し、子を「神子」だと訴え、「長女に除霊を施す、一緒に修行をする」と話し、長女が嫌がり暴れ、同時期に次女を実家へ1ヶ月預けることがあった。上記等を理由に次女は本人の訴えを信じている様子があり、長女・次女ともに不登校で、自宅へ引きこもるようになった。時期は不明だが、やわたクリニックへ就職。しかし、「神様に仕事を辞めるように言われた」等を理由として1ヶ月で退職。以後、白山台にある介護施設へ就職するも、同様の理由にて2～3日で退職。アパートの家賃は元夫より入金されていたものの、家賃代を生活費として使用し、家賃滞納をしていた。また、収入がないことで銀行のカードローンで借金を繰り返していた。

　上記により、家族が精神科受診を検討し、H29.1.4八戸保健所へ相談。同月19日に保健師が自宅を訪問。面談時、情動不穏が著しく、突然泣き出す・話を聞き入れない等の行動が目立っていた。また、H29.2.3には弁護士へ相談し、自己破産手続き及び、アパート解約し実家へ帰省する手続きを開始。当院へ受診及び入院治療の相談があり、平成29年2月22日16：40東病棟Aユニット9号室(個室)へ医療保護入院となる。
　

・買い物カードなし。

